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1日 従来のソリューシヨン l循環システム

● 給湯用配管の熱損失はボイラによつて

補完されます。

● ポンプが配管網における温水の循環を

維持します。

● 配管内の温水温度はボイラの温度に一

致します。

給湯システムの必要条件

柔軟性 経済性



2.推奨案 :HWAT給湯温度保持システム HWAT給湯温度保持システムの
一―シンプルで独創的 ! 主要構成

ケーブルが熱損失を

補完

自己制御型ヒーティン

グ年一ブルが熱損失を

、.補完し、必要なレベ

ルの温度に保持しま

す。

保温材が熱損失を

低減

配管は、配管温度を保

持するために最適に選

定された保温材によつ

て保温する必要があり

ます。

経済的な運転を実現

するコントローラ

温 度 コ ン トロ ニ ラ

HWAT― 匿COの設定
は、とても簡単で

す。

●給湯用配管に取り付けられたヒーティング・ケーブルが

温水を必要な温度に保持します。

● 給湯用配管の熱損失は、各給湯用配管に取り付けらねた

自己制御型ヒーティングケーブルにより補完されます。そ

の結果、各配管の温度は、適切な温度に制御できます。

● 自己制御型ヒーティングケーブルを使用することにより、配

管の温度により配管網の局所状態に応じて、調節されま

す。従つて配管のどの部分も、その部分の温度低下に応

じて加熱されます。温水が流ねると、熱出力は減少しま

す。温水の蛇口を開く回数が多くなれば、HWA丁給湯温

度保持システムの動作は少なくなります。

● 設定が容易な温度コン トローラHWA丁 巨COは、ボイラ

温度を監視し、温水が供給されているときにのみHWA丁

給湯温度保持システムを稼働させるので、電力消費は最小

限になります。



:

衛生・快適性

HWA丁給湯温度保持システムはユーザーに快適さをもたらします。

スイスのウンテレーゲリにあるアデル八イド病院のテクニカル・ディレクター、

エディ・メイヤー氏は次のように述べています。

「この病院では、患者はお客様として対応しています。温水が出るまで、長しヽ

時間待つて頂くのは、お客様の満足度を損なうことになります。」

さらに、病院の設備担当者は次のように述べています。

「レイケムの日WA丁給湯温度保持システムで、メンテナンス作業は不要となり

ました。配管は少なくてすみ、希」御バルブやポンプもありません。このシステ

ムは信頼性と効率性に優ねていて、10年間にわたつて病院で稼動しています。」

レジオネラ衛生管理

病院の衛生に関する要件 :レイケムは、スイス保健省の条件である、「安全な」温水、冷

水、および飲料水システムにおける、レジオネラ衛生管理 (ヘルス・テクニカル・メモラ

ンダム04¨01)を満足します。

● 戻り配管がないので従来の半分の配管長

● 配管全体にわたり高温 (>55℃)が保証されること

―加熱されないゾーンが存在しないこと

● 温度保持

―蛇口にいたるまで可能なこと

● 配管内の水を新しくする

―蛇口を開く度に配管内の水は 1000/o新しくなること

結論 :HWA丁給湯温度保持システムは、少ない配管、少ない水使用量、そして少ない熱損

失などの特性により、細菌による問題は著しく減少します。

アデル八イ ド病院 エディ・マイヤー氏の発言

「衛生調査官によつて毎年実施される水質検査で、問題となるレジオネラ菌の

レベルが規定値を超えたことはありませんし、そのための予防策を講じたこと

もありません。」



柔軟性

柔軟性

HWAT給湯温度保持システム :柔軟で省スペース・システム

●戻り配管が無いため、配管に必要なスペースの条件が緩和されます。ライザ、シャフ

ト、および開□部などを最小限にでき、他の配管にスペースを有効利用できます。

●既存の建物に特殊階を増設したり、増床したりする場合、HWA丁給湯温度保持システ
ムは、このような新規の建造部分に対し、簡単、迅速、かつ経済的に接続でき、水圧の

補助は不要です。

●既存の再循環システムを部分的にHWA丁給湯温度保持システムヘ容易にアップグレードで
きます。

最小限の設備投資コスト

わずかな部品で構成されるシステム

● 戻り配管に必要なポンプ、制御バルブ、配管などは不要です。

●戻り配管に関わる設置作業は不要です。

● ヒーティングケーブルは直接給湯用配管に取り付けられます。
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経済1性 :エネルギーを節約 :

建築家や建築技術者は、現在の建築に関する法令によって、エネルギーの削減や再生可能

なエネルギー利用の機会を積極的に探しています。近年、暖房や冷房に対するエネルギー

の削減に焦点があてられています。このような動きは、衛生的な温水生成に必要なエネル

ギーが、建物のエネルギー需要において重要な部分を占めている場合に、温水生成のエネ

ルギー削減にも焦点があてられることになります。

100

従つて、給湯におけるエネルギーの肖」減

は、建物のエネルギー削減全体に対して多

大な影響を与えます。
1990    2008  無冷暖房住宅

レイケムのHWAT給湯温度保持システムにより、給湯で消費されるエネルギーは、循環シ
ステムで必要なエネルギーと比較して、600/0削減させることが可能で、C02の低減に大

きく貢献します (注 :エネルギー削減量はシステムにより変わります)。
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(戻り配管による熱損失)

(供給配管における熱損失)

60%のエネルギー削減を実現 :

1.HWAT給湯温度保持システムにより少ない熱損失
HWA丁給湯温度保持システムは供給配管のみを使用するため、戻り配管での熱損失は

ありません。また、循環ポンプを必要としないため、ポンプ用電力も不要です。さら

に、機械部品が無いため、メンテナンス コス トも節約できます。

従来の循環システム HWAT給湯温度保持システム



2.ボイラをより効率的に利用
配管内の保有量が少ない (戻り配管が無い)ために、より
小型のボイラを使用できます。ボイラヘの戻り配管が無い

ために、ポイラ機能はより効率が良くなります。

3.HWAT給 湯温度保持システムは、温水使用時間帯に停止可能
温水の消費が多い時間帯では、多量の温水がボイラから配

管へ流れます。

● このような温水の供給時、温度コン トローラHWA丁―巨CO
は、システムを停止することにより、電気エネルギーを節約

します。

●夜間の水の消費が少ない、あるいは全く無い時間帯では、保

持温度を低くすることができます。

4.優れた効率性により熱損失を補完

●循環システムでは、ボイラから補給される温水により、熱損

失が補完されます。温水生成プロセス、あるいは、配管を温

水が流れる間、別の熱損失も発生します (ボイラ、煙突、そ
の他の損失)。 全体の生成エネルギーは、配管網で必要とさ

れるエネルギーよりも大きくなります。

● HWAT給湯温度保持システムでは、自己制御型ヒーティン
グケーブルを使用することにより、配管温度の違いに応じて、適

切な熱エネルギーを供給します。

5口 建物冷房の効率性をサポートするHWA喘 湯温度保持システム
●商用ビルでは、建物の冷房時、多大なエネルギーが消費され

ます。冷房の使用量を減少させるには、建物の温度上昇を防

ぐのが効率の良い方法です。

● HWA丁給湯温度保持システムは、給湯設備における戻り配管
による熱を完全に取り除き、冷房にかかるエネルギー・コス

トを低減します。

再循環

戻り配管による

循環システム

HWAT給湯温度
保持システム

●煙突の熱損失

●ボイラの熱損失

配管全体での熱損失

給湯配管での熱損失
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エネルギー消費のケーススタデイは、実際の条件下で行う必要があります。HWA丁と再循

環システムを、同一の環境と稼動 (水栓の使用回数)条件で運転比較しました。

べ影覺殷 イギ彪ス》―スポーツ・パビリオン:

繊瀑賤隧で54儡のエネルギー肯J減

システム内容

⑫水栓 :

-34箇所のシャワー
ー17箇所の洗面台
―洗濯施設

けシステム :

-150mの亜鉛メッキ スチール配管
(140m戻り配管 )
―グラス フアイバ保温材
(厚さはパイプの直径とほぼ同じ)

-50℃ に温水保持

結果 :一年間のエネルギー利用

は[「lT給湯温度保持システム :12E::〉W‖ 154%の
エネルギー肖J減

*

Sy跛鰯k渉クノ厄ジ蝉。インス鸞でみ炒舞卜《ガ
'「

矮夕)一大学

纏屁賤濾で轟骰院の量率』レポー爾濾

システム内容

鰊システム :

―研究施設内の蛇□1箇所の事例

-33mの亜鉛メッキ スチール配管
(直径32mm)
―ロックウール保温材 (厚さ40mm)
-55℃ に温水保持

結果 :一週間のエネルギー利用

鶉循環 :           921W
聰HWA丁給湯温度保持システム :480W

*HVVA丁―巨COコントローラの使用により、

148%の
罰 レギー判ず

さらなる最適化が可能



レイケムはエネルギー消費とライフタイム 0コストの評価を試算
HotCAPソフトウエアは、HWA丁給湯温度保持システムと循環システムの効率を比較します。

以下の比較が可能です。

●投資コスト

●エネルギー消費

●運転コスト

HWAT給湯温度保持システムと循環システムの比較
例 :循環システム (供給配管370m)を備えた病院での実際の計算値を使用

1.設備投資コスト
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3:運転コスト

運転コスト :

10%減少

kWh″ ea『

投資コスト111

循環システムより13%減少

2.エネルギ■消費
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わずか36%のエネルギ=消費



経済性 :水を節約 !

温水の供給が環境に多大な影響を与えることは、疑うべくもありません。エネルギーの総

需要に対して温水生成に必要なエネルギーが占める害」合は550/0を 占め、この値は年々増

加しています。

エネルギーに加えて、ビルは膨大な量の水を消費し、これが様々な面から環境へ害を与え

ることがあります。環境への影響を考慮すると、配管システムが重要な課題になります。

HWAT給 湯温度保持システムによ
り、待ち時間なく快適な温水が利用で

きます。レイケムの自己制御型ヒーテ

ィング併―ブルは、各配管 (金属また

はプラスチック)に直接設置でき、様
々な配管サイズに対応します。温水が

出るまでに流されている無駄な水をな

くすことができます。

節約できる水の量

HWAT給 湯温度保持システムによ
り、各水栓の合計で、一月当り、平均

的なプールを十分に満たせる程の水量

を節約できます。



プロジェクト

プロジエクト番号

住所

プロジエクト名

場所

建物の種類 病院 スポーツセンター

オフィス 集合住宅

ホテル

その他介護センター

配管の材質 ステンレス鋼

炭素鋼

架橋ポリエチレン その他

HWA丁給湯温度保持システムについて事前に計画を行います。

こ記入の上、タイコサーマルコントロールズ社にお送り下さい。

お客様

会社名

担当者

住所

電話

ファックス

Eメール

保温材 グラスウールタイプ ロックウールタイプ

硬質ウレタンフォームタイプ PEフ ォーム

その他

循環用部品 個数 W(ワ ット)
ポンプ

ノヾランス弁

その他

鰤

地域暖房 円/kWh
天然ガス 円/kWh

その他 円/kWh

一般データ

電気料金 日中 円/kWh
夜PB5 円/kWh

水温データ
Oc

ボイラ温度

保持温度

最低適正温度



経済的で環境に優しいシステムをゼロから構築 :

1.効率的な水の利用を可能にするシステム

長い距離分の冷水流出による水の無駄はありません。

2.エネルギー消費を下げた低コストシステム

● このシステムは、循環システムに比較して電力消費を大幅に削減します。

● 戻り配管が無いため、熱損失が少なくなります。

3.衛生的なシステム

4.メンテナンス・コストがかからないシステム

● 循環用ポンプが不要で、消耗部品も不要

● 配管が少なく、制御バルブも不要

サービス

当社は、計画から試運転まで、様々な段階でお客様をサポートします。

計画および設計

● HotCAPによる試算

● 設置と試運転のガイド

設置

● 事前設置トレーニング

● オンサイト設置サポート

設置後

● 試運転

● 必要に応じて可能なプロジェクト・パラメータの監視 (温度、エネルギー使用など)

西 都 機 株式会社

再岬讐鍔尊巽聴鈍[《
°3

本カタログに記載する情報 (図を含む)は、信頼のおけるものと考えていますが その情報の完全性について保証するものではありません。こ使用の際には 選疋した

製品が用途に適合するかどう力ヽこついて責社にて評価確認していただくことが必要です。当社の責任範囲は、製品の取引条件にて確認されることのみであり、製品

の使用、誤使用等によつて起こつた偶発的 問接的損傷についてよ製造物責任法で定める場合を除き責任を負いません。仕様の変更は予告なしこ行うことがありま

す。また、仕様に影響を与えない範囲での材料 工程等の変更を行うことがあります。但し別途契約書にて確認した取引条件についてはそれに従うものとします。

http://wvvw.tycothermal.oom
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